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要約

 

身体の動きを伴った音楽活動については、多くの音楽教育家が研究を進めている。本稿では、日

本の保育園・幼稚園において「さくら・さくらんぼのリズムあそび」として広く知られている斎藤

公子のメソッドについて、幼稚園における実践事例から検討する。本論では、「さくら・さくらんぼ

のリズムあそび」から《アマリリス》《スキップ》《とんぼのめがね》《かたつむり》《きょうだいす

ずめ》の 5曲を取り上げ、実践者である教諭尾辻菜摘子の視点から、子どもの反応についても記述

している。 
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１．はじめに

幼児期の子どもの活動は、未分化なものが多いといえるのではなかろうか。幼児に目を向けると、

子どもの情動（emotion）に基づき、表現の萌芽と言えるものが、音や絵、身体の動き、そして言

葉の表現などによって、一日の中で幾度も目にする機会がある。それらは「歌をうたう」「絵をかく」

などはっきりとした表現分野の形で、あるいは「音楽にあわせて身体の動きで音を表現する」など

表現分野が組み合わさった形で、さらには「つぶやいた言葉をリズミカルに唱える」という未分化

といえるような形での表現が幼児期には頻繁にみられるのである。幼児教育の場では、これら多種

多様な表現活動を幅広く展開してくことが、子どもの豊かな感性と健やかな成長を促すうえで重要

になるであろう。 

本稿では、身体の動きを伴った音楽活動に着目し、「さくら・さくらんぼのリズムあそび」の事

例から、幼児期の身体の動きを伴った音楽活動の有効性について検討したい。 

 

２．身体の動きと音楽

音楽と身体の動きの関係については、これまで数多くの研究がなされてきた。例えば、Simonne 

MARQUE の研究では、音楽と身体の動きの教育的な効果について、フランスの小学校における大

規模な実践検証からその有効性を示している。著書Musique et mouvement à l’école（1990）「序文」

には、音楽と動きの関係の深さについて以下のような記述がある。 

 
“なぜ、音楽と動きの教育なのか？それは、音楽とは動きであり、動きを伴わない音楽はないから

である”。これは、「音」というものが、幼いうちから既に認識されており、音楽に合わせて動くこ

とは誕生間もないうちからごく自然に行っている行為だからである。例えば、音楽にあわせて幼い

子どもが身体を揺らしたり、手を叩いたりする。この行為は、誰かに教わって行っているわけでは

ない。同様に、子守歌やわらべ歌を口ずさんだ経験がない人もそういないだろう。音楽とはごく自

然に我々の身の回りに存在し、そしてそこには大抵の場合動きが附随しているのである。クラシッ

クの音楽会へ行くと、曲のテンポに合わせて身体のどこかを動かして音楽を楽しんでいる人の姿を

見かけたことがあるだろう。また、部屋の中で一人音楽をかけながら指揮をする、という経験もあ

るはずだ。そうすると、音楽が動きそのものである、ということは容易に頷けることなのである。 

（拙訳） 

 

MARQUEは、音楽と動きが密接な関係にあること、音楽の本質を理解するには、身体の動きが

大きな助けになるということを子ども達への実践を通して証明している。これは、「動き」という視

点から、音楽を体験的に捉えさせようとしている実践のひとつである。言い換えれば、「身体の動き

を通して音楽を体験する」活動であり、このアプローチによって、子ども達が能動的に音楽に迫れ

ると述べている。身体の動きを活用するということは、音楽の理論的な面についても、無意識のう
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ちに感覚的に体得する有効な手段となっているのである。 

 

３．「さくら・さくらんぼのリズムあそび」における身体の動きを伴った音楽活動

「さくら・さくらんぼのリズムあそび」は、埼玉県深谷市のさくら・さくらんぼ保育園の創設者

である斎藤公子（1920-2009）が考案したメソッドである。子どもの発達の可能性が抑えられるこ

とを危惧した斎藤は、とりわけ手指、足先の感覚を活用した指導法を考案している。 

斎藤は、このリズム遊びは 3つの原型を基にしてつくられたと、著書で語っている。彼女は、東

京女子高等師範学校保育実習科を卒業し、東京の愛隣園に保母として就職した。斎藤は、この最初

の就職先である愛隣園における影響を原型の１〈律動〉に学ぶとし、そして第 2の原型を東京女子

師範学校で学んだ戸倉ハル（1896-1968）による〈自由表現〉と〈集団遊び〉に、さらに第 3 の原

型を小林宗作（1893-1963）から学んだリトミックの影響と挙げている。保母としての自身の実践

知と、優れた幼児教育者との出会いから、子どもたちの発達を促すさくら・さくらんぼのリズム遊

びが生み出されたのであろう。この「さくら・さくらんぼのリズム遊び」は、現在全国の保育園や

幼稚園で取り入れられ、受け継がれている。 

本項では、大阪府高槻市立富田幼稚園において「さくら・さくらんぼのリズム遊び」を実際に子

ども達へ教育してきた教諭尾辻菜摘子の実践から、「さくら・さくらんぼのリズム遊び」の効果につ
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【図１：子どもの配置】 

②「さくら・さくらんぼのリズム遊び」の実践

以下に、尾辻が富田幼稚園で「さくら・さくらんぼのリズム遊び」を実践した概要を掲載する。

楽曲は、《アマリリス》《スキップ》《とんぼのめがね》《かたつむり》《きょうだいすずめ》の５曲を

取り上げている。 

 

対象クラス：そら組（４，５歳児：異年齢児学級） 

活動（10:45～11:15） 
＜準備＞ 
○遊戯室へ移動する。 
○２チームに分かれて壁際に座る（右図１参照）。 
○上靴と靴下を脱ぎ、裸足になる。 
 
＜さくら・さくらんぼのリズムあそび＞ 
A 歩く《アマリリス》 
・曲が始まったら歩く。曲が止まったらすぐに、体の動きをその状態で止める。再び曲が始まったら、また歩

き始める。 
・オクターブ上で《アマリリス》を弾く。歩いていた子どもは両手を上に伸ばし、つま先立ちをして歩く。先

程と同様、曲が止まったら体の動きを止める、再開したら動き出す。 
・まずチーム①が行い、交替してチーム②が行う。空間を広くつかって体を大きく動かす目的と、他チームが

している間休憩する目的がある。 
B スキップ《スキップ》 
・前奏では手を腰にあて、リズムに合わせて膝を曲げ伸ばしする。 

C とんぼのめがね《とんぼのめがね》 
・前奏では両手を広げ、リズムに合わせて体を左右に軽くひねる。前奏の終わりではその場でジャンプし、両

手を広げたまま、できるだけ早く走る。曲が終わると片足を後ろに真っすぐ伸ばして高くあげたまま体勢を

保つ。 
D 開脚・前屈《かたつむり》 
・座った状態で、一回目は開脚をする。続けて二回目は開脚をしたまま上体を前に倒し肘をつく。三回目は開

脚をしたまま更に上体を倒し、両手をできる限り前に伸ばす。 
E きょうだいすずめ《きょうだいすずめ》 
・３人組をつくる。前の子どもの肩に手を置き、先頭の子どもは両手を腰にあてる。 
・曲に合わせて片足のかかとを斜め前につき、戻しながら少しずつ前に進む。 
・曲に合わせ、先頭の子どもが自由な場所にスキップで移動し、しゃがむ。後ろの子どもは先頭の子どもの元

へ、順番にスキップで進み、しゃがむ。 
・曲に合わせて、前の子どもから順番に立つ。 

 
＜終わり＞ 
○２チームに分かれ、はじめの場所に座る。 
○上靴と靴下を履く。 
○保育室へ移動する。 
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③実践者が感じ取った子どもの反応 

尾辻は、「さくら・さくらんぼのリズム遊び」の教育的な利点について、以下のように述べてい

る。 

保育の現場では「体幹を鍛えたい」「身体能力を高めたい」という目標をよく耳にしてきたが、そ

れを実現するためのメソッドとして「さくら・さくらんぼのリズム遊び」は有効であると感じてい

る。「さくら・さくらんぼのリズム遊び」は、動きが具体的に決められており、保育者にとって実践

しやすいという利点も挙げられる。また、ひとつひとつの動きに取り組む時間が長くないため、気

負わずに手軽に保育に取り入れられる長所も挙げられる。運動に苦手意識を持っている子どもにも、

ゲーム感覚・遊び感覚で、身構えずに楽しんで取り組むことができる内容である。音楽に合わせて

行うことも、子ども達が楽しめる大きな要因と感じている。「さくら・さくらんぼのリズム遊び」は、

一人で行うもの、二人組で行うもの、少人数の集団で行うものなど、バリエーションが豊富であり、

これも楽しめる一因になっていた。  

 

以下、②で記述した５曲の「さくら・さくらんぼのリズム遊び」実践における子ども達の反応に

ついて、実践者尾辻の視点から述べていく。 

 

A 歩く《アマリリス》 

手を大きく振り足を高くあげて歩く動きそのものと、曲が止まったらストップすることを楽しん

でいた。ランダムなタイミングで曲が止まったり再開したりするため、体を動かしながら音楽を注

意深く聴いていた。 

B スキップ《スキップ》 

前奏の動き、スキップの動き共に楽しんでいたが、特に前奏からスキップへ動き出す瞬間を楽し

んでいるようだった。 

C とんぼのめがね《とんぼのめがね》 

前奏、ジャンプ、走る、片足立ちのそれぞれの動きを楽しんでおり、うまくできると喜ぶ姿があ

った。繰り返すうちに、カーブもスピードを落とさずうまく体を使って走り続けたり、走り終わっ

てから片足立ちを、バランスを崩さずにできるようになっていった。 

D 開脚・前屈《かたつむり》 

曲を３回繰り返し、次第に難易度が高まっていくことを楽しんでいた。３回目では、横目で周り

の友達を見ながら競うような様子が見られたり、「前より遠くにできた」と、柔軟性が高まったこと

を実感し喜ぶ姿があった。 

E きょうだいすずめ《きょうだいすずめ》 

簡単なルールのある少人数（３人組）での遊びである。仲間と一緒に行うことや、ルールに沿っ

て遊ぶことを楽しんでいた。 
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「さくら・さくらんぼのリズムあそび」は、日々の保育の中で取り入れ、積み重ねるうちに、体

の動きが習得できるようになる。尾辻は、このことが重要であると指摘している。富田幼稚園での

実践では、前屈の際、少しも前に上体を倒すことができず、教諭が少し背中を押して補助しようと

するだけで痛がっていた子どもが、年度末には指先がつま先に届くまではいかないものの、教諭が

補助しなくても前屈ができるようになったという指導の成果も話してくれた。「さくら・さくらんぼ

のリズム遊び」は、音楽的な成長、身体的な成長の両者がバランスよく育まれることに気づかされ

るメソッドと言えるのではなかろうか。 

 

４．まとめにかえて

斎藤公子は、障害児保育に関しても一石を投じている。彼女の著書である『さくら・さくらんぼ

の障害児保育』の中には「一人ひとり床の上を、素足で走る足音に注意をする。おくれた子どもほ

ど“ペタペタ”という大きい音を出す」と、子どもの心身の発達を具に観察している斎藤の様子が

認められる。筆者はこれまで、フランス語圏スイスの学校音楽教育に着目し研究を続けてきた。こ

の地は、リトミック教育の創始者であるジャック・ダルクローズ（Émile Jaques-Dalcroze, 1865- 1950）

が教鞭を執った地であるため、身体の動きと音楽が融合したリトミック教育の影響が公教育の中に

ももたらされており、その教育上の有効性については周知の事実として受けとめられている。本稿

では、幼児期における身体の動きを伴った音楽活動という観点から、ダルクローズとは異なる視点・

ねらいを持つ「さくら・さくらんぼのリズムあそび」の活動を取り上げた。幼稚園において実際に

この「さくら・さくらんぼのリズム遊び」を取り入れていた経験がある尾辻は、このリズムあそび

に関して「動きが決められているため、表現に抵抗がある子どもでも自信をもって生き生きと体を

動かして楽しむことができる。この経験が、自分で表現できることに繋がる場合もあるのではない

だろうか」という見解を話してくれた。この言葉は、筆者が斎藤公子のメソッドに興味を持ち、本

論を執筆するきっかけとなった。本稿では、「さくら・さくらんぼのリズムあそび」の一端に触れる

に過ぎない小論ではあるが、リトミックとは異なった身体の動きを伴った音楽活動のアプローチに

ついて、今後さらに研究を深めていきたい。 
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